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白 ラック 

Bleached lac 

1. 適用 S 囲 この 規格 は， ラック 貝 がら 虫の 分泌物から 得た ラック 樹脂 を 漂白した 白 ラック （以下， 白 
ラックと いう。） について 規定す る。 

備考 1. この 規格の 引用 規格 を， 次に 示す。 

JISK0050 化学分析 方法 通則 
JISK5909 セ ラック 
JISK8001 試薬 試験 方法 通則 

JISK8102 エタノール （95) [エチルアルコール （95)] (試薬） 

JISK8541 硝酸 （試薬） 

JISK8550 硝酸銀 （試薬） 

JISP3801 ろ 紙 （化学分析 用） 

JISR3503 化学分析 用 ガラス 器具 

JISZ8801 標準 ふるい 

2. この 規格の 対応 国際規格 を， 次に 示す。 
ISO 57 Bleached lac 一 Specification 

2. 種類 次の 4 種類と する。 

1 種 ワックス を 除かない も の。 

2 種 ワックス を 除かないで 乾燥 した も の。 

3 種 ワックス を 除いた もの。 

4 種 ワックス を 除いて 精製 度 を 高く した もの。 

3. 品質 品質 は 6. によって 試験した とき， 表 1 のとお りと する。 

表 1 品質 



項目 


種類 


1 種 


2 種 


3 種 


4 種 


色 


見本 品 (1) と 差異がない こ 


と。 


揮宪分 ％ 


15 以下 


6 以下 


15 以下 


6 以下 


温 アルコール 不溶分 ％ 


1,0 以下 


0.5 以下 


0.2 以下 


ロジン 


認めない こと。 


灰分 ％ 


1,0 以下 


0.5 以下 


ワックス 分 o/o 


5.5 以下 


0.5 以下 


0ュ 以下 
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項目 


種類 


1 種 2 種 3 種 4 種 


塩化物 （CI として） ％ 


0.2 以下 


酸 価 


65 〜： 110 


ひ 素 （As と して） ％ 


0.000 38 以下 


重金属 （Pt) と して） ％ 


0,001 以下 



注 (1) 当事者 間の 合意に よって あらかじめ 決めた もの， 又は あらかじめ 製造 
業者が 一定の 品質 水準 を 示す ものと して 設定 又は 登録した もので， 品 
質 水準 は 試料 品質の 中心的 （平均 的） 水準 を 示す もの。 



4. 一般 事項 試料 は， 速やかに 採取し 直ちに 試験 を 行わなければ ならない。 
試験に おいて 共通す る 一般 事項 は， JISK 0050 及び JISK 8001 による。 

5. 試料 採取 方法 及び 81 整 方法 

(1) 要旨 試料 は ロット を 代表す るよう に 採取し， 採取した 試料の 量が 多い 場合 は 必要な 量まで 縮 分し， 
必要な 粒度まで 粉砕す る。 

(2) 器具 器具 は， 次のと おりと する。 

(a) ふるし、 JISZ8801 に規定する網ふるぃ850^111及び500^ 

(b) はかり 化学 はかり 又は 電子 はかり。 

(3) 操作 操作 は， 次のと おり 行う。 

(3.1) 試料 採取 

(a) 白 ラックの 1 ロットの 容器 個数のう ち， その 10% 以上 を ランダムに 抜き取る。 

(b) その それぞれから 200g 以上 を 採取す る。 

(C) 全 試料 を+ 分に 混合し， 平板 上に 円す い 形に 積み上げる。 

(d) (りの 円す い を 平らに し， 場所 を 変えて (C) の 操作 を 1〜2 回線り 返す。 

(e) 円す い を 頂点から 垂直に 押し下げる ように 平らに し， これ を 扇形に 4 等分す る。 
(り 対角の もの を 一対 取り， 他 を 除く。 

(g) (d) 〜(り を 繰り返して 約 150g とし， これ を 適切な 容器に 入れ 密閉して 保存す る。 

(3.2) 試料の 謂 製 

(a) 試料 をよ く 混合して 約 lOOg を 取り， これ を 網 ふるい 850^ を 全通す るまで 粉碎 し， 容器に 入れて 
密閉し， 試験に 供す る。 

この 試料 は， 6.1, 6.3, 6 ん 6.5， 6.6， 6.7， 6.8， 6.9 及び 6.10 に 用いる。 

また， 6.2 について は， さらに 粉砕して 網 ふるい 500nm を 全通した もの を 用いる。 

6. 試 鼓 方法 
6.1 色 

(1) 要旨 試料の 溶液の 色 を 見本 品の 溶液の 色と 比較す る。 

(2) 試薬 試薬 は， 次のと おりと する。 

(a) エタノール （95) JISK 8102 に 規定す る もの。 

(3) 器具 器具 は， 次のと おりと する。 

ra^ 試験管 JISR 3503 に 規定す る 外径 15mm, 長さ 150mm の もの。 



3 

K 5911-1994 



(4) 操作 操作 は， 次のと おり 行う。 

(a) 試料と 見本 品 (1) を それぞれ 3*0g 量り 取って 試験管に 入れ， エタノール 6.0g を 加え， 常温で 溶かす。 
これ を 接する よ う に 並べ， 拡散 昼 光の もと で 側面から 透視して 比較す る。 

(5) 判定 色に 差異がない とき "見本 品と 差異がない" とする。 
6.2 揮発 分 JISK5909 の 6.2 (揮堯 分） による。 

6.3 温 アルコール 不溶分 JISK5909 の 6.4 (温 アルコール 不溶 分） による。 ただし， 温 アルコール 不溶 
分 は， 次の 式に よって 算出す る。 

H= ~ ^ ~ XI 00x100 

m^xNY 

ここに， 温 アルコール 不溶分 （％) 
乾 固 物の 質量 （g) 
試料の 質量 （g) 
100— 揮榮分 （％) 

ロジン JISK5909 の 6.5 (ロジン） による。 

灰分 JISK5909 の 6.6 (灰分） による。 ただし， 灰分 は > 次の 式に よって 算出す る。 



NV 



6.4 
6.5 



A 



- _ 切 1 



ここに > A 

mo 
NV 

6.6 ワックス 分 JISK5909 の 6.7 (ワックス 分） による 
する。 



灰分 （％) 
灰の 質量 （g) 
試料の 質量 （g) 
100 — 揮^ 分 f%) 



ただし， ワックス 分 は， 次の 式に よって 算出 



JV 二- 
ここに， 

mi 
mo 
NV 



-X 100x1 00 



ワックス 分 （o/o) 

ワックスの 質量 （g) 
試料の 質量 （g) 

100 — 揮努分 （o/o) 



ろ 液に 溶 出す る 硝酸銀 溶液で 濁り を 



6.7 塩化物 

(1) 要旨 塩化物 は， 試料 を アルコールに 溶かして 水 を 加えた とき， 
生じる 混在 物 をい い， 標準 液の 滞りと 比較す る。 

(2) 試薬 試薬 は， 次のと おりと する。 

(a) ェ タノ ール （95) JIS K 8102 に 規定す る もの。 

(b) 確 酸 （1+ 9 ) JIS K 8541 に 規定す る 硝酸 10ml に 水 を 加えて 100ml とする。 

(C) 0.01 mol// 塩酸 JIS K 8001 の 4 .5 (滴定 用 溶液） （S.S) に よ つ て 調製した O.lmol// 塩酸 を 正確に 10 倍 

に 薄めた もの。 

(d) 確 酸 銀 溶液 JISKSSSO に 規定す る 硝酸銀 17.5g を 水に 溶かして 1 000ml とする。 この 溶液 は， 遮 
光して 保存す る。 

(3) 装置 及び 器具 装置 及び 器具 は， 次のと おりと する。 

(a) 共栓 付 三角 フラスコ 容量 200ml。 

(b) 全量 フラスコ 容量 100ml。 
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(c) 比 色 管 容量 50ml。 

(d) ろ 紙 JISP 3801 に 規定す る 5 種 C で径 125mm の もの。 
(4) 操作 操作 は， 次のと おり 行う。 

(a) 試料 0.30g を 共检付 三角 フラスコ 200ml に 量 り 取り， ェ タノ ール （95) 5ml を 加えて 溶かす。 

(b) 水 40ml を 加えて 振り 混ぜ， 冷却 後 硝酸 （1+9) 12ml 及 ぴ水を 加えて 100ml とし， 再ぴ よく 振り 混ぜ 

てろ 過す る。 ろ 液に 濁りが あるとき は， 透明な 液になる までろ 過 を 操り 返す。 
(C) ろ 液 50ml を 比 色 管に 取る。 

(d) 比較 液 は， 別の 比 色 管に O.Olmol// 塩酸 0.80ml と エタノール （95) 2.5ml, 硝酸 （1 + 9) 6ml を 量り 取 
り， 水 を 加えて 50ml とする。 

(e) (C) 及び (d) の 比 色 管に 硝酸銀 溶液 1ml づっを 加えて よく 混合す る。 

(f) 直射日光 を 避け， 5 分 間 放置した 後， 黒色の 背景 を 用い 比 色 管の 上方 又は 側 方から 透視して 獨りを 
比較す る。 

(g) 試料 溶液の 呈 する 濁り は， （め で 得た 溶液の 呈 する 濁りより 濃くない こと。 

6.8 酸 価 JIS K 5909 の 6.10 (酸 価） による。 ただし， 指示薬 を 用いる 場合 は フエ ノール フタ レイン 溶 
液 を 用い， うす レ 、紅色が 30 秒 間 消えな くな つたと きを 終点と する。 
6.9 ひ 素 JISK5909 の 6.11 (ひ 素） による。 
6.10 重金属 JIS K 5909 の 6.12 (重金属） による。 

7. 検査 検査 は 6. によって 試験し， 表 1 に 適合し なければ ならない。 

8. 包装 吸湿 及び 不純物の 混入 を 防ぎ， 輸送に 適した 包装で ある こと。 ただし， その 容器 は 密封で きる 
こと。 

参考 紙 • ポリエチレン • ラミネート など 又は それら を 併用した ものが ある。 

9. 表示 表示 は， 包装 容器の 見やす いところ に 次の 事項 を 表示し なければ ならない。 

(1) 規格の 名称 

(2) 種類 

(3) 正味 質量 

(4) 製造業 者 名 又は その 略号 

(5) 製造 年月 日 又は その 略号 

(6) 製造番号 又は ロッ ト 番号 

備考 上記の 表示 中， 製造番号と 製造年月日の 併記 表示 をす る ことができる。 この場合， 次の 例のと 
お り 明 ら かに 製造 年月 日 がわ かる 表示 又は その 略号で ある こと。 

俐 漏 遣 善 » ixm -^ :z h »#l ： 雄。 m - i 應:： 

m.. m. m - 雄き 

mm 肩 B « 聽 

10. 注意事項 

(1) 白 ラック は 温度が 高い と 固まり やすくな り， 使用し にくくなる ことがあ るので， 貯蔵 及 ぴ取极 いはで 
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きる だけ 冷 所 （15t: 以下） で 行う。 

(2) 固まった 場合 は， 粉砕して 使用す る。 

(3) 白 ラック は， できるだけ 速やかに 使用す る。 
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